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(霊長類研究所 教授)教 授 助教授 切 手 外国人研究員 事務官 技 官 小 計 非
常勤'(日々)非常数(時間)合 計ll ll
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寄付金 (9件) 17,122合 計 204500(2)2003年度 (平成 15年度)文部科学省科学研究費





研究 (A)(1) 清田穣 6,800ヒトを含む恵長類におけるロコモーションの発達 .加齢基盤 ) 一片山一道 41 ラピタ人からポリネシア人-の変容
過程を探る先史学的研究韮盤研究 (B)(1) 片山一道 6,100古人骨の受傷痕と原因武器に関する研究基 2 本郷 美正高信男川本芳 4426.3 動物遺存体分析による西アジアの Neo
li,thization(
新石器化).過程の解明ヒトを含
む霊長類における音声情報の琴知発達 :言語と音楽を用いた比較認知研究霊声類の異種交雑 ともなう遺伝的変化の研究基盤研究 (B)
(2)基盤研究 (B) 景山節平井啓久 3,60022 脊
椎動物ペプシノゲ
研 究 種 別 研究代来者 金印(千円) 研 究 課
題.基盤研究 (B)■(2) 森明雄 3,600韮屑社会を作るヒヒ類の社会生態学的,北田遺
伝学的研究 ､基盤研究 (B)(2) 三上章允茂原ィ,i生 4,80034 ジャワ島におけるカニ9-イザル祝物"1号遺
伝子の多様性
に関する研究東南アジア地域における第
三紀霊長類の進化学的研究基盤研究 (B)(2) 平井啓久 3,600アジルテナ
ガザルの亜種分化に関する総合調査基盤研究 (C)(2) 友永雅己′ 800社会的認
知の知覚的基盤 :比較認知からのアプローチ基盤研究 (C)(2) 高井正成･国松豊 9.001,5 新生代後
半のユーラシア大陸に
おける化石霊長類の進化に関する総合的研究
化石から見たヒト上科の出アフリカとユーラシアへの拡散基盤研究 (C)(2) 庄武孝義 1,
500DNA標識を用いたマカクとヒヒの遺伝的特性の再検討基盤研究 (C)(2)萌芽 琴 2 田中洋之川本芳 2,019 ゲ
ノムタイゼ ングによる霊長頬張団の迫伝的多様性の評価と
その応mニホンザルの東西文化に関する分子考古学的研究若手 (B)(2) 杉浦秀樹 1,_200群れの空間構造 .個体の行動から群れ全体の構造を探る
若手 (B)(2) 田中正之 2,.600絵の認識と表出に関する比較認知発達的研究特別研究員奨励㌍珊 伊藤 (大塚) 151 内分泌
撹乱物質が雄マカクザルの精子形成に及ぼす影響-ヒト







補 助 金 等 二種 別 研究代表者 金 額(千円)
使 途東洋鋼板 (秩) 浅岡一雄 980軍長類に関す
る嘩合的研究(財)中山科学振興財団 - 泉明宏 .686霊長類に
関する総合自勺研究(財)住友財団 清水慶子 617
霊長類に関する総合的研究(財)石田財団不二たん白質研究振興財団 田中洋之∴中村伸 1,5194900 ボルネオ島及びろラウエシ島に生息するミソバチ属の歴史生物地
理学的研究霊長類に関する総合的研究協和発酵工業 (株) 中村
仲 2,450 霊長類に関する総合的研究平井啓久 (米国ニ千一ヨ一 ク州立大)`(株)インデックス 平井啓久正高信男 58392 マンソン住血吸虫ゲノムプロジェクト:BACクロ十
ンの染色体マッピングのため乳幼児の音声の研究のため(財)みずほ福祉助成財団 正高信男 1,470 地域社会におけ
















































































































ー 4チンパンジー 15合 計
7742003年 (平成15年)度サル類動態表区 分種 名 増 加 減 少 (死亡などト出1& 導一入 実験･殺 事`故死 ~ー 外 ー傷.死 呼
■吸器系疾由I-tiヽ 潤化･#系症■恩
感染症 そ.の他不剖能検琴コモンマ-モセット
6 ･1 2 1 121 4 1 2
ワタポウシ夕マリンヨザル . 51
1･5フサオマキザルミドリザルニホン 1+-39 123アカゲ 24■ 2 2






























































































































和名 学名 標本数食肉日 CamiVora 91
2イヌ科 Canidae 55′
ネコ科 Felidae 23

































所属分野等 職 名 界 動 ･内 容
備` 考氏 名
年 月 日野外施設 申 長 茂原 信生 2003/4/1 併 任 H17.3.31まで施 設 波速 邦夫 J . (
再)任 H17.3.31まで行動発現 助 教 授 中村 克樹 2003/6/1 ■転 出 国立精神
神経センター神経研究所モデル動物開発郡長へ認知学習 教' 授 正高 信男 . 2003/9/1
罪 任 認知学習分野助教授よりH17.9.30まで*センター
センター長 松林 清明 2003/9/30 併鹿期間
満了.- センター長 景山 節 2003/10/1
併 任形態進化 p教 授 片山 一道 2004/1/
16 転 任 理学研究科教授へ器官調節 助
7.海外渡航
所 属 官 職 氏 名 種別 期 間 目 的 国
･目 的形態進化 助教授 活悶穣 研修 2003/4/24-5/186T4295529 986 613-77 5 タ イ王国 . タイ王国南部に分布する霊長類の地理的変異研
究講演,研究打ち合わせ生態機構 助教授 M.A.Hu
ffman 研修 大韓軍国センター 助手 後藤俊三 出張 タイ王 色盲ザルの捕獲調査及び研究打ち合わせ亭
究打ち合わせ共同研究打ち合わせ及び化石調査
遺伝子情報 教授- 正中修 出張
行動発現 教授 三上章允
出張 ■ タイ王国形態進化 助手 図校豊 研修系統発生 本郷一美 ド .ソ連邦共和国/ 考古遺跡から出土 した霊長類の同定と計融チャイロキツネザルの
集団生物学的研究チャイロキヅネザルの
研究スラウエシマカクにおける環境米田退伝 手
田中洋之 出張 マダガスカル共和国センター 助教授､ 平井啓久
出張 マダガスカル共和国野外施設センター 助
教授教授 波速邦夫景山節 出張研修 マレーシア,～6/25 インドネシア共和国 汚染物質の調李2003/6/20-
22003/7/01 大韓民国 釜山大学校日本研究所創立3Tlul]年記念シンポジウム出席 ■ラピタ人骨年代血走分帆 第15形態進化センター
教授客 月 .敬揺助手教授 `片山一道S.Srikantha 出張研修 連合王国,～7/152003/7/05- 89.ll912
7/182003/7/27 イ夕リア共和国オーストラリア 回国際人類学民族学会議出席,J研究打ち合わせ第 19回国際遺伝学会出席発表行動先鋭 脇田真清 一 研修 チェコ共
和国 第6回国際神経科学会議出席,発衣
第19回国際血栓止血学会での発衣,情報収集
4回国際認知科 招待講演発衣 ヨーロッパ噛乳類学会大会退伝子情報 中村伸
p 連合王国認知学習 正高信男 研修
オーストラリア一器官調節系統発生社会構造 清水慶子本郷⊥美森明雄 出張′ チェコ共和国,I
⊥8/12 ベルギー王国 参加発表及び資料収集2003/7/31 ト コ共和 , 考古学調査と出土した動物骨の-1031 連合
王国 分析及び学会出席2003/7/31-9/20
2003/7/31 サウジアラビア王国 重層社会を作るLI=ヒ規の社会生態学的,集団遺伝学的研究.第 15回国際音声 会招待講演及認知学習
形態進化
所 属 官 職 氏 名 種 別 期 間 目 的
同 目 的遺伝子情報 助手 桟岡一雄 出 張 2003/8/22- 8/299 8 530 110 7 62 7′･ 0810/491219′3ll01ll′ 574 02 45 アメリカ合衆回 国際シンポジウム DioXin2003に出席発衣及び研究打ち合わせタイ王国に生息する7カク類の分布 と形.fiB.学的特徴に関する予備的調禿 セミナーでの発表インドネ
シア耗霊長柳の野外調査ー形態進化 ■野外施設 助教授 横田桟渡洩邦夫 出 張
タイ王国インドネシア共和国集団迫伝 助手 田中洋之 出張 アジルテナガザル亜椎分化に関する総合調査前1回国際ワークショップ "霊長類頭蓋顔面形態に声ける進 的変化"に参加研究発表及び打合わせシンポジウム ｢感覚 .運動統合｣参加,訳柄並び 研究連絡飼育チンパンジー行動学的
調査,研究打ち合わせ南米ラクダ柑家畜の調光センタ
ー 助教授 平井啓久 出張 インドネシア共和国形感進化行動発現 教授 溝田積三上車允 研修 ドイツ連邦共和国アメリカ合衆国
生態機構 教授 M.A.Huffman
研修 イタリア共和国典田近伝 助教授 川本芳 出張 ペルー共和国センター 手 後藤俊二 シドネシア共和国 色盲ザルの捕縄調査及び研究打ち合わせ 狩椎モンペ リエ大学及びバリ国立自然史博物餌所筏の標本純察北京大学においてチンパンジー研究に関する特別講弟及び研
究連絡第6回国際エンリッチメン ト学会参加及び研究打ち
合わせ招待講演,研究連絡,-'If料収央退伝子情
報 教授 竹中修 出張 インドネシア共
和国行動発現 教授 三上車允 出張 インドネシア共系統 生 助≠ 高井正成
出張 フランス共和国思考言語センター 教授助教授 松
沢哲郎上野吉- 研修出張 中華人民共和国南アフリカ共和国生態機構 助教授 M.A.Huffman アメリカ合衆器官調節 孜授 林基治
アメリカ合衆国 節33回北米神経科学会談での研究成果先末11 ラテンアメリカ.アジア.ア
フリカ研究国際会議での招待講演化石発掘調査及び比較標本調査形態進化系統発生 致授助手 片山-追高井正成 研修出張 メキシコ合衆国ミャンマー連邦
.所 属 官~職 氏 名 種別 期 廟 目 的
国 目 的生態機構集団遺伝 助教授-教授 M.A.Huffman庄武孝義 由張出 .2003/ll/27- タンザニア連邦共和 マハ
レ山塊に棲む野卑テンパン-12/2
9 国 ジーの生態学的調査2003/ll/30-123112 サウジアラビア王国 ヒヒ類の重層社会の進化についての集団遺伝学
的研究京都大学国際シンポジウム参加思考言語 致疫助敦琴 松沢哲郎友永雅己 出張 アメリカ合衆国,-
連合王国 及び講演,Birkbeck大学において2004′1/103/2/4-1?9 14 ギニア共和国アメリカ合衆国 講風 ポッソ●ウ村周辺にてナシパンジーの生態調査京都大学国際シ
ンポジウム参加及び発表 ■マーシャル諸島遺骨収集応急派形態進化 教授助手 片山｢道図校豊 由
張出 マ-シ†ル諸島共和-12/24 国 道に参加200312/15304/28°3/9 1289､ 16′ タイ
王国 タイ王 国産出の.新生代後期化石標本調査,資料収集ゲラダヒヒの分布
調査楽団迫伝 教授 庄武孝義 研修 エチオピア連邦民主共和国ロシア連邦系統発生 助手 高井正成 出撃 ロシア国立古生物研究所所蔵の標本観察JSPS~とマ ックスブランク協会署名式出噂,日本総
領事結表敬,て ツクスブランク進化人類研究所において研究打合せJSPSとマック.スブランク協会の思考言語系統発生野外施設
教授助致琴 松沢哲郎茂原信生波速邦夫 出張痕 ドイツ連邦共和国臥-2/192004′2/924/ 123 _07′ 9634⊥ ′ ス スインドネシア共和国■ 署名式出席,日本総領事館表敬,研究連絡スラウエシマカクの野外調査鵜川迎伝センタ.- 手 田中洋之林清明 マダガスカルオランダ王国,タ 王国 チャ
十ロキ,tyネザルの椎桂ならびに非維種集団を対象に したAFLp-(増幅DNA断片長多型)分析サル類飼育管理システムの調査 .形.fie.進化認知学習 血教授教授 横田.穣正高信男 出盛撃 タイ 国に分布するマカク規に関する野外調査およびミニシンポジウムでの発表マタニテ ィブ
ルーについての比較文化調査カニクイザルの捕
獲調査および研究連絡チャイロキツネザルの捕獲及び試料
収粟東南アジアのマカク類の分布調遺伝子情報 ･敦 竹 修 研修
タイ王国セ■ンタ- 助教授 平井啓久 出張
マダガスカル共和国社会構造畢考言語 .助教授教授 大洋秀行松沢哲郎 研修出撃
所ノ属 官 職 氏 名 種別 期 間 日 的
国 日 的センター野外施設集団遺伝 教授助致痩教授 松林清明波速邦夫川本-XJ 出 張 2004/3/ll シンガポール共和国 イン
ドネシア及びシンガポール-3′18 インドネシア共和国
における霊長類飼育状況視察2004′3/ll シンガポール共和
国 インドネシア及びシンガポールに-3/182004′3′1525//234 インドネシナ共和ペルー共和国 おける霊長粁飼育状況視察,西スマ トラ州野



































藤揮 珠織 :2063年 7月1日-2003年 9月30日
櫓垣小百合 :2003年7月1日-2003年8月31日
西村 宏久 :2003年 7月 1日-2003年9月30日
ー21-
